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第
１
回
村
議
会
定
例
会
は
３
月
２

日
か
ら
３
月
12
日
ま
で
の
11
日
間
、
役

場
本
会
議
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。
五
枚

橋
久
夫
村
長
は
、
村
づ
く
り
全
般
に
わ

た
る
基
本
的
な
考
え
と
主
な
施
策
を

明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
村

長
の
所
信
表
明
演
述
の
主
な
施
策
を

紹
介
し
ま
す
。（
２
〜
５
㌻
）

九戸村長

五枚橋　久夫

◆
関
係
機
関
と
連
携
し
、「
人
・

農
地
プ
ラ
ン
」
の
実
質
化
を
進

め
る
。

◆
農
地
の
集
積
・
集
約
化
と
遊

休
農
地
の
解
消
な
ら
び
に
青
少

年
な
ど
の
就
農
促
進
策
を
実
施

す
る
。

◆
「
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
」

お
よ
び
「
中
山
間
地
域
等
直
接

支
払
制
度
」
に
つ
い
て
、
積
極

的
に
推
進
活
動
を
す
る
。

◆
「
農
業
次
世
代
人
材
投
資
事

業
」
を
有
効
活
用
し
、
農
業
の

担
い
手
を
支
援
。

◆
村
単
独
事
業
「
九
戸
村
農
業

村民と共に課題解決

令和2年  所信表明

１   

魅
力
あ
る
産
業
の
創
出

　

本
日
こ
こ
に
、
令
和
２
年

第
1
回
九
戸
村
議
会
定
例
会

が
開
会
さ
れ
る
に
当
た
り
、

今
後
の
村
政
運
営
に
対
す
る
、

私
の
所
信
の
一
端
を
申
し
述

べ
、
議
会
各
位
と
村
民
の
皆

さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

来
年
度
は
「
新
九
戸
村
総

合
発
展
計
画
」
10
年
間
の
最

終
年
度
と
な
り
、
そ
の
後
継

と
な
る
長
期
計
画
を
策
定
す

る
年
を
迎
え
ま
す
。
過
去
10

年
間
の
成
果
と
評
価
を
充
分

に
検
証
、
課
題
を
洗
い
出
し
、

広
く
村
民
の
考
え
や
意
見
、

願
い
を
反
映
さ
せ
、
村
の
将

来
像
を
示
す
た
め
に
取
り
組

む
べ
き
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

村
民
と
の
対
話
を
基
本
に

皆
さ
ま
の
協
働
参
画
を
促
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
対
し
て

共
に
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

生
産
基
盤
整
備
事
業
」
と
県
事

業
「
活
力
あ
る
中
山
間
地
域
基

盤
整
備
事
業
」
を
併
せ
て
導
入

し
、
基
盤
整
備
の
推
進
や
受
益

者
負
担
の
軽
減
を
図
る
。

◆
主
要
重
点
推
進
作
物
４
品
目

を
中
心
に
栽
培
指
導
体
制
を
強

化
。
優
良
産
地
化
と
魅
力
あ
る

安
定
し
た
農
業
経
営
を
確
立
す

る
た
め
の
取
り
組
み
を
推
進
。

◆
主
力
で
あ
る
リ
ン
ド
ウ
や
菊

の
新
植
支
援
な
ど
を
実
施
し
な

が
ら
、
花
き
振
興
を
図
っ
て
い

く
。 園

芸
振
興

農
林
業
振
興

◆
「
木
炭
生
産
施
設
整
備
事
業

補
助
金
」
制
度
に
よ
り
製
炭
経

営
の
安
定
化
と
木
炭
生
産
環
境

の
近
代
化
を
支
援
。

◆
林
道
お
よ
び
作
業
道
の
維
持

に
つ
い
て
、「
九
戸
村
林
業
基
盤

整
備
事
業
」
を
有
効
活
用
。

林
業
振
興

◆
「
中
小
企
業
金
融
対
策
利
子

補
給
事
業
」
を
継
続
。

◆
各
種
祝
い
金
や
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業
、
高
校
生

の
通
学
バ
ス
助
成
事
業
な
ど
、

商
工
業
振
興

個
人
向
け
の
給
付
金
や
補
助
金

に
は
「
九
戸
村
共
通
商
品
券
」

を
活
用
。

◆
オ
ド
デ
館
を
核
に
リ
ピ
ー

タ
ー
の
確
保
対
策
と
し
て
、
受

け
入
れ
体
制
の
整
備
や
観
光
客

に
分
か
り
や
す
い
情
報
発
信
の

充
実
強
化
を
図
り
、「
チ
キ
ン
王

国
・
九
戸
村
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
に
取
り
組
む
。

◆
「
政
実
・
く
の
へ
Ｆ
Ｍ
」
を

継
続
し
、
村
の
持
つ
魅
力
を
広

く
Ｐ
Ｒ
。
観
光
振
興
や
交
流
人

口
の
拡
大
に
つ
な
げ
る
。

観
光
振
興
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◆
産
婦
健
診
の
一
部
補
助
と
新

生
児
聴
覚
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検

査
を
全
額
補
助
、
妊
産
婦
の
健

康
診
査
な
ど
へ
の
交
通
費
助
成

を
引
き
続
き
行
う
。

◆
一
時
預
か
り
や
居
残
り
保
育
、

ま
た
広
域
入
所
の
実
施
で
、
家

庭
状
況
に
応
じ
た
保
育
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
に
努
め
る
。

２   

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
村

子
育
て
支
援
の
充
実

◆
小
児
予
防
接
種
を
全
額
補
助

し
て
お
り
、
対
象
者
全
員
が
接

種
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
啓
発
・

周
知
し
て
い
く
。

保
健
医
療
の
充
実

◆
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
つ
い
て
は
、
令
和
５
年

度
ま
で
に
全
高
齢
者
が
接
種
で

き
る
よ
う
、
引
き
続
き
対
象
者

に
半
額
程
度
補
助
を
す
る
。

◆
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
や
お
た
ふ
く

か
ぜ
の
予
防
接
種
に
対
し
て
の

一
部
補
助
を
継
続
実
施
。

◆
各
種
が
ん
検
診
の
受
診
率
向

上
を
目
指
し
、
休
日
検
診
や
節

目
年
齢
者
の
無
料
検
診
、
未
受

診
者
へ
の
受
診
勧
奨
な
ど
住
民

が
受
診
し
や
す
い
体
制
を
整
備
。

１
日
人
間
ド
ッ
グ
に
つ
い
て
も
、

56
歳
受
診
へ
の
全
額
補
助
を
継

続
実
施
。

◆
医
師
に
よ
る
悩
み
事
相
談
、

街
の
駅
「
ま
さ
ざ
ね
館
」
で
の

お
し
ゃ
べ
り
サ
ロ
ン
ひ
だ
ま
り

な
ど
の
予
防
活
動
を
継
続
。ゲ
ー

ト
キ
ー
パ
ー
と
な
る
住
民
を
養

成
、
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協

力
を
得
な
が
ら
、
関
係
者
間
の

連
携
と
地
域
で
見
守
る
体
制
作

り
を
図
り
、
壮
年
死
亡
の
減
少

と
健
康
寿
命
の
延
伸
を
目
指
す
。

◆
国
民
健
康
保
険
事
業
は
、
医

療
費
の
抑
制
に
効
果
的
な
保
険

◆
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

「
エ
ー
ル
」
の
活
動
支
援
、
高
齢

者
・
障
が
い
者
に
優
し
い
住
ま

い
づ
く
り
事
業
、
あ
る
い
は
村

単
独
で
実
施
す
る
助
成
事
業
に

よ
り
、
引
き
続
き
障
が
い
者
の

生
活
を
支
援
。

障
が
い
者
福
祉
の
充
実

◆
村
で
は
、
①
医
療
・
介
護
関

係
機
関
と
の
連
携
の
推
進
②
さ

高
齢
者
福
祉
の
充
実

ま
ざ
ま
な
地
域

団
体
と
連
携
し

な
が
ら
多
様
な

日
常
生
活
の
支

援
体
制
強
化
③

高
齢
者
の
社
会

参
加
の
推
進
を

図
る
住
民
主
体

の
「
ご
近
所
す

け
っ
隊
」
の
活

動
支
援
④
認
知

症
の
人
や
そ
の

家
族
に
早
期
に

関
わ
り
、
支
援

◆
行
政
の
み
な
ら
ず
、
社
会
福

祉
協
議
会
や
民
間
に
よ
る
サ
ー

ビ
ス
地
域
住
民
自
身
に
よ
る
取

り
組
み
、
助
け
合
い
・
支
え
合

い
活
動
が
有
機
的
に
機
能
す
る

こ
と
が
不
可
欠
。
計
画
に
掲
げ

た
基
本
理
念
「
子
ど
も
か
ら
高

齢
者
ま
で
全
て
の
人
が
ふ
れ
あ

い
、
は
ぐ
く
み
合
い
、
助
け
合

い
な
が
ら
安
心
し
て
暮
ら
す
こ

と
の
で
き
る
九
戸
村
」
の
実
現

を
目
指
し
、
関
係
機
関
と
の
協

働
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

地
域
福
祉
の
充
実

事
業
を
推
進
。
適
正
な
保
険
税

の
賦
課
と
収
納
対
策
を
行
い
、

健
全
な
運
営
に
努
め
る
。

や
診
療
に
結
び
付
け
る
体
制
確

立
―
に
よ
り
、
住
み
慣
れ
た
地

域
で
長
く
安
心
し
て
暮
ら
す
こ

と
の
で
き
る
村
づ
く
り
を
推
進
。

◆
各
地
区
へ
地
域
サ
ロ
ン
を
立

ち
上
げ
、
多
く
の
高

齢
者
が
参
加
で
き
る

住
民
主
体
の
通
い
の

場
へ
の
側
面
的
支
援

を
図
り
、
高
齢
者
が

健
康
で
自
立
し
た
生

活
を
送
れ
る
よ
う
に

サ
ポ
ー
ト
。

◆
あ
っ
た
か
生
活
支

援
事
業
と
し
て
、
高

齢
者
な
ど
の
低
所
得

者
世
帯
を
対
象
に
生

活
支
援
と
福
祉
の
増

進
、
併
せ
て
村
内
で
の
消
費
拡

大
を
目
的
と
し
た
村
共
通
商
品

券
の
支
給
を
継
続
し
て
実
施
。

子育て支援の充実（クリスマス会）

各地で地域サロン立ち上げ（お茶っこサロンで交流）

元気に生活できる村づくり（村老連レク）
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◆
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
制

度
の
趣
旨
を
生
か
し
、
豊
か
な

自
然
や
歴
史
、
伝
統
、
文
化
な

ど
を
取
り
入
れ
る
「
地
域
丸
ご

と
学
校
づ
く
り
構
想
」
に
よ
る
、

学
校
経
営
の
充
実
に
努
め
る
。

◆
小
中
高
学
力
向
上
推
進
事
業

の
一
層
の
充
実
を
図
る
。
ま
た
、

生
涯
学
び
続
け
る
視
点
を
大
切

に
し
た
授
業
づ
く
り
を
推
進
。

◆
小
規
模
校
の
学
習
上
の
デ
メ

リ
ッ
ト
を
解
消
す
る
た
め
に
実

施
し
て
い
る
ナ
イ
ン
ズ
学
習
を

小
学
校
3
年
生
か
ら
に
拡
充
。

Ｓ
Ｓ
Ｔ
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
キ
ル

３   

心
豊
か
な
村
民
を
育
む

学
校
教
育
の
充
実

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）
の
要
素
を
十

分
に
取
り
入
れ
な
が
ら
、
授
業

を
推
進
。

◆
小
学
校
の
外
国
語
教
育
推
進

に
つ
い
て
は
、
小
中
学
校
連
携

し
て
取
り
組
む
。

◆
全
校
に
配
備
し
た
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
を
効
果
的
に
活
用
。
Ｉ

Ｃ
Ｔ
教
育
の
充
実
を
図
れ
る
よ

う
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
指

導
計
画
も
推
進
す
る
。

◆
「
九
戸
村
い
じ
め
防
止
基
本

方
針
」
に
よ
り
、
い
じ
め
の
早

期
発
見
・
解
決
に
取
り
組
み
、

重
大
事
態
の
発
生
を
未
然
に
防

止
す
る
よ
う
情
報
連
携
。
い
じ

め
の
撲
滅
を
目
指
す
。

◆
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
取
り
扱

い
へ
の
対
応
は
、「
メ
デ
ィ
ア
と

の
上
手
な
付
き
合
い
方
」
を
活

用
。
子
ど
も
と
保
護
者
が
そ
れ

ぞ
れ
守
る
約
束
「
く
の
へ
ル
ー

ル
」
を
つ
く
り
、「
読
書
・
家
庭

学
習
」
の
習
慣
づ
く
り
に
つ
な

げ
る
。

社
会
教
育
・
生
涯
学
習

◆
九
戸
の
山
伏
神
楽
祭
典
な
ど

伝
統
芸
能
の
発
表
と
鑑
賞
機
会

を
設
け
、
文
化
性
・
芸
術
性
の

価
値
を
村
民
で
共
有
。
無
形
文

化
財
の
保
存
と
継
承
活
動
を
支

援
し
て
い
く
。

文
化
芸
術
の
振
興

◆
す
べ
て
の
村
民
が
身
近
に
ス

ポ
ー
ツ
に
親
し
む
環
境
づ
く
り

を
推
進
。
体
育
施
設
の
利
用
促

進
を
図
る
。

ス
ポ
ー
ツ
振
興

◆
進
路
指
導
や
学
力
向
上
対
策
、

部
活
動
な
ど
の
支
援
に
重
点
を

置
き
、
関
係
機
関
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
支
援
。

高
校
の
支
援
・
存
続

◆
村
国
際
交
流
協
会
と
の
連
携

の
下
、
県
国
際
交
流
協
会
の
指

導
と
協
力
を
仰
ぎ
な
が
ら
、
本

村
に
お
け
る
国
際
理
解
の
啓
発

と
多
文
化
共
生
社
会
の
実
現
に

向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
る
。

国
際
交
流
事
業

◆
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
に
始
ま
り
、

生
涯
学
習
ア
カ
デ
ミ
ー
に
至
る

ま
で
、
各
世
代
の
ニ
ー
ズ
に
応

じ
た
村
民
の
生
き
が
い
に
つ
な

が
る
学
習
環
境
を
整
備
。

◆
「
九
曜
塾
」
は
、
地
域
と
学

校
が
連
携
・
協
働
し
、
子
ど
も

た
ち
が
村
の
自
然
、
文
化
伝
統
、

歴
史
に
誇
り
を
持
ち
成
長
す
る

よ
う
地
域
全
体
で
「
地
域
学
校

協
働
活
動
」
の
推
進
を
図
る
。

◆
黒
山
の
昔
穴
遺
跡
国
指
定
に

向
け
、
村
民
が
関
心
を
持
て
る

よ
う
な
文
化
財
教
育
の
推
進
に

取
り
組
む
。

◆
村
の
古
地
図
は
す
べ
て
の

デ
ー
タ
化
が
終
了
し
、
令
和
2

年
度
か
ら
公
民
館
な
ど
で
閲
覧

で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め
る
。

◆
生
ご
み
電
動
処
理
機
と
コ
ン

ポ
ス
ト
へ
の
助
成
制
度
を
継
続

し
、
そ
れ
ら
の
普
及
に
努
め
る
。

◆
春
と
秋
の
大
掃
除
点
検
や
ク

リ
ー
ン
九
戸
行
動
日
と
い
っ
た

イ
ベ
ン
ト
に
よ
る
環
境
美
化
活

動
を
継
続
。
村
公
衆
衛
生
組
合

連
合
会
と
と
も
に
、
今
後
も
ご

み
の
減
量
化
や
環
境
美
化
に
努

め
て
い
く
。

４   

美
し
い
自
然
を
永
久
に

環
境
保
全

外国語学習にも取り組む（寺子屋九曜塾）

九曜塾で地域と学校が連携（創作活動）

環境美化に努めます（九戸中学校付近の桜）
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◆
村
道
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
、

村
内
の
道
路
状
況
を
確
認
し
な

が
ら
、
緊
急
性
、
安
全
性
を
考

慮
し
、
順
次
維
持
工
事
を
実
施
。

◆
国
道
３
４
０
号
線
の
歩
道
未

設
置
地
区
に
つ
い
て
は
、
早
期

事
業
採
択
に
向
け
て
引
き
続
き

国
や
県
へ
強
く
働
き
か
け
る
。

５   

ゆ
と
り
あ
る
安
全
な
村

村
道
の
整
備

◆
既
存
の
公
営
住
宅
に
つ
い
て

は
、
築
30
年
を
経
過
し
老
朽
化

が
散
見
さ
れ
る
た
め
、
安
心
し

て
生
活
で
き
る
住
環
境
の
整
備

に
努
め
る
。

村
営
住
宅
の
整
備

◆
公
共
下
水
道
お
よ
び
農
業
集

落
排
水
事
業
の
経
営
状
況
の
見

え
る
化
を
推
進
す
る
た
め
、
公

営
企
業
会
計
移
行
に
向
け
た
取

り
組
み
を
実
施
。

◆
排
水
処
理
施
設
の
適
正
な
管

理
と
水
洗
化
率
の
向
上
を
目
指

し
て
い
く
。

◆
将
来
に
わ
た
り
安
全
で
良
質

な
水
を
持
続
的
に
供
給
す
る
た

め
、
施
設
整
備
な
ど
を
計
画
的

に
更
新
。

上
下
水
道
・
農
集
排

◆
二
戸
警
察
署
や
交
通
安
全
協

会
九
戸
分
会
、
交
通
指
導
員
と

連
携
し
な
が
ら
、
交
通
安
全
の

啓け
い
も
う蒙
活
動
や
安
全
対
策
を
講
じ

る
。

◆
村
民
一
人
一
人
の
意
識
向
上

を
図
り
な
が
ら
、
交
通
死
亡
事

故
ゼ
ロ
、
飲
酒
運
転
根
絶
に
向

け
た
活
動
を
強
化
。

交
通
安
全
対
策

◆
住
民
の
防
犯
思
想
・
安
全
意

識
の
高
揚
を
図
る
。
ま
た
、
青

少
年
の
健
全
育
成
や
風
俗
環
境

の
浄
化
に
努
め
る
。

◆
取
り
組
み
を
緩
め
る
こ
と
な

く
、
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が

ら
「
安
心
・
安
全
な
村
づ
く
り
」

に
一
層
の
努
力
を
傾
け
る
。

防
犯
対
策

◆
水
道
未
普
及
地
域
を
対
象
に
、

飲
料
水
を
確
保
す
る
た
め
の
工

事
に
対
す
る
補
助
金
制
度
の
周

知
を
図
り
、
水
道
未
普
及
地
域

の
飲
料
水
確
保
を
努
め
る
。

◆
消
防
団
員
が
活
動
し
や
す
い

よ
う
に
、
消
防
施
設
や
機
械
器

具
の
整
備
・
充
実
を
図
る
。

◆
二
戸
消
防
署
九
戸
分
署
の
移

転
新
築
に
つ
い
て
、
一
部
の
用

地
取
得
が
残
さ
れ
て
い
る
た
め
、

引
き
続
き
解
決
に
向
け
て
努
力

し
て
い
く
。

消
防
防
災

６   

皆
で
つ
く
る
協
働
の
村

◆
「
住
み
た
く
な
る
地
域
づ
く

り
活
動
補
助
金
」
や
「
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
助
成
事
業
」

な
ど
を
継
続
。
住
み
や
す
い
集

落
づ
く
り
、
災
害
時
の
助
け
合

い
な
ど
相
互
扶
助
の
体
制
づ
く

り
を
進
め
る
。

協
働
の
村
づ
く
り

◆
社
会
教
育
の
充
実
を
図
り
、

男
女
共
同
参
画
サ
ポ
ー
タ
ー
を

育
成
。
男
女
共
同
参
画
社
会
の

実
現
に
向
け
て
の
意
識
を
高
め

て
い
く
。

男
女
共
同
参
画
社
会

◆
限
ら
れ
た
予
算
と
人
的
資
源

を
最
大
限
に
活
か
し
、
建
設
事

業
を
含
む
必
要
な
施
策
を
着
実

に
推
進
し
て
い
く
。

行
財
政
改
革
の
推
進

オドデ館の増改築も進められます

消防団活動の充実を図ります（令和２年出初式）

交通安全対策を講じます（交通安全教室）

老朽化が進む村営住宅を整備
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令　和
２年度当初予算
39億3,268万円
一般会計当初予算額

　令和2年度の一般会計当初予算は、昨年度当初
予算を7,923万円（２％）下回る、39億3,268万
円となりました。また、一般会計に特別会計や水
道事業会計を加えた総予算は49億6,211万円で、
昨年度より8,318万円（1.6％）減少しました。

一般会計

●予算額 ………………… 690,671円
　　　　　　　　　　　　　（前年度693,982円）
●借金（村債）残高………847,288円
　　　　　　　　　　　　　（前年度888,304円）
※数値は一般会計。人口は 5,694 人（令和２年
２月末現在住民基本台帳人口）、村債は令和２年
度末残高見込みで計算。

村民一人当たりに換算

　一般会計予算の歳入では、地方交付税が
18億7,568万円で全体の47.7％（昨年度比
0.6㌽減）を占めてトップ。次いで村債、村税、
国庫支出金と続きます。
　自主財源は、昨年度を１億 6,585 万円
（22.1％）上回る９億 1,511 万円。村税は
659万円（1.5％）減となりました。依存財源は、
前年度より２億4,508万円減少しました。

歳　出

前年と比べ２％減少

交付税が全体の48％歳　入

総務費  24％でトップ

歳入総額
39億

3,268万円

地方交付税
18億7,568万円
（47.7％）

諸収入
8,840万円（2.2％）

使用料及び手数料
6,914万円
（1.8％）

村税
４億2,925万円
（10.9％）

その他
３億2,832万円
（8.3％）

村債
４億3,117万円
（11.0％）

国庫支出金
３億3,383万円
（8.5％）

県支出金
２億783万円
（5.3％）

地方消費税交付金
9,609万円（2.2％）

地方譲与税
6,218万円（1.6％）

その他
1,079万円（0.3％）

自主財源23.2％

依存財源
76.8％

人件費
７億2,390万円
（18.4％）

公債費
４億7,763万円
（12.1％）

扶助費
３億8,098万円
（9.7％）

義務的経費

40.2％

投資的経費
15.4％

そ
の
他
の
経
費

44
.4％

投機的経費
６億574万円
（15.4％）

物件費
７億2,660万円
（18.5％）

補助費
５億3,119万円
（13.5％）

繰出金
４億4,078万円
（11.2％）

その他
4,585万円
（1.2％）

歳出総額
39億

3,268万円

性質別歳出

　歳出を性質別に見ると、人件費や公債費、
扶助費を合わせた義務的経費が前年度より
13.5％増の15億8,251万円。これにその他
の経費を加えた一般行政経費は33億2,693
万円となり、前年度より5.4％増加しました。
投資的経費は前年度より２億4,896万円少な
い、６億574万円となりました。
　目的別では、総務費（住民サービスや一般
事務経費）が９億6,041万円となり、全体の
24.4％でトップ。次いで、民生費（福祉対策
や保育園などの経費）が７億5,489万円（全
体の19.2％）、土木費（道路や公園、公共施
設の整備などの経費）が６億 2,536万円（全
体の15.9％）などとなっています。

※端数処理をしているため、合計額と一致しない場合があります。
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0 10 20 30 40 50
23
24
25
26
27
28
29

H 30
元

R ２
（年度）

（億円）

会　計　名 令和元年度 令和２年度 伸び率

一　般　会　計 40億1,191万円 39億3,268万円 2.0%↘
　
特
　
別
　
会
　
計
　

国民健康保険 6億3,457万円 6億2,092万円 2.2%↘

後期高齢者医療 6,067万円 6,305万円 3.9%↗

農業集落排水事業 2,987万円 3,644万円 22.0%↗

下 水 道 事 業 1億3,186万円 1億3,852万円 5.1%↗

索 道 事 業 1,636万円 1,502万円 8.2%↘

戸 田 財 産 区 806万円 556万円 31.0%↘

伊保内財産区 895万円 657万円 26.6%↘

江刺家財産区 805万円 478万円 40.6%↘

水　道　事　業 1億3,499万円 1億3,858万円 2.7%↗

合 　 　 計 50億4,529万円 49億6,211万円 1.6%↘

　一般会計予算の推移
※平成24年、28年度、令和２年度は骨格予算

●収益的収入・支出
（１年間の損益取引）
　・収入…1億3,858万円
　・支出…1億3,858万円

●資本的収入・支出
（投下資本の増減に関する取引）
　・収入…759万円
　・支出…1億234万円

※収入不足の9,475万円は過年
度分損益勘定留保資金等で補て
んされます。

水道事業会計予算の内訳

‐ 歳 入 ‐
● 地方交付税 … 財政力に応じて国から配分されるお金。
● 村 債 … 村が国などから借りるお金。
● 自 主 財 源 … 村が自主的に収入することができるお金。
● 依 存 財 源 … 国や県から定められた額を交付される財源。
‐ 歳 出 ‐
● 公 債 費 … 村債（借金）の返済に充てるお金。
● 扶 助 費 … 生活保護法、児童福祉法、老人福祉法、身体障

害者福祉法などの法令に基づいて支出する経費。
● 物 件 費 … 委託料、賃金、旅費、役務費など。
● 義務的経費 … 村の機能を維持していくために必ず支払わなけ

ればならない経費。（人件費・扶助費など）
● 投資的経費 … 施設が将来に残るものに対する経費。（道路建設

など）

 歳 入 
　用 語 解 説

　主な投資的予算【一般会計】
�令和２年度に重点的に取り組む投資的事業の一部を紹介します。

事業名 事業内容 予算額
（万円）

合併処理浄化槽整備事業補助金交
付事業

合併処理浄化槽設置者に対する補
助金交付 765

いわて地域農業マスタープラン実
施支援事業

葉たばこ除湿器・管理機、乗用草
刈り機など 951

経営体育成支援事業 乾燥施設、田植え機など 753

農業生産基盤整備事業 農道山根川目線改良舗装工事など 1,395

折爪岳駐車場整備事業 折爪岳駐車場整備工事 1,733

ふるさとの館整備事業 ふるさとの館通路等舗装改良工事 1,773

住宅リフォーム等助成事業 住宅リフォーム等・太陽光発電シ
ステム導入助成事業 410

村道新設改良事業 村道戸田石沢線改良舗装工事など 25,978

橋梁長寿命化修繕事業 栄橋長寿命化補修工事など 8,618

定住促進住宅建設事業 若者定住促進住宅建設工事など 3,101

　各会計別の予算と伸び率

歳出総額
39億

3,268万円

総務費
９億6,041万円
（24.4％）

民生費
７億5,489万円
（19.2％）

土木費
６億2,536万円
（15.9％）

公債費
４億7,763万円
（12.1％）

教育費
３億1,709万円
（8.1％）

農林水産業費
２億2,987万円
（5.8％）

消防費
２億1,924万円
（5.6％）

衛生費
１億7,875万円
（4.6％）

商工費
１億1,433万円
（2.9％） 予備費

500万円
（0.1％）

議会費
5,011万円（1.3％）

39億 3,268万円（対前年度比　2.0％↘）
40億1,191万円（　　同　　　10.0％↗）
36億4,630万円（　　同　　　16.9％↘）
43億8,544万円（　　同　　　14.8％↗）
38億1,960万円（　　同　　　1.3％↘）
38億6,820万円（　　同　　　7.7％↗）
35億9,005万円（　　同　　　5.6％↗）
33億9,860万円（　　同　　　0.8％↗）
33億7,266万円（　　同　　　6.1％↘）
35億9,007万円（　　同　　　4.8％↗）

目的別歳出
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■
対
象
者
40
歳
以
上

※
勤
務
先
で
同
検
診
が
あ
る
場
合

は
、そ
ち
ら
で
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

■
胃
が
ん
検
診
を
受
診
で
き
な

い
人

●

現
在
妊
娠
中
、
妊
娠
し
て
い

る
可
能
性
が
あ
る

●

胃
・
十
二
指
腸
の
切
除
手
術

を
し
た

●

胃
疾
患
で
定
期
的
に
検
査
を

受
け
て
い
る

●

過
去
に
バ
リ
ウ
ム
に
よ
る
ア

レ
ル
ギ
ー
反
応
を
お
こ
し
た
こ

と
が
あ
る

●

こ
れ
ま
で
腸
閉
塞
・
腸
管
憩

室
炎
を
お
こ
し
た
こ
と
が
あ
る

●

バ
リ
ウ
ム
を
飲
ん
だ
た
め
に

気
管
支
炎
・
肺
炎
で
治
療
を
受

け
た
こ
と
が
あ
る

●

腎
臓
疾
患
や
心
臓
疾
患
な
ど

で
水
分
制
限
を
し
て
い
る

●

２
日
（
検
査
前
日
、
前
々
日
）

以
上
便
通
が
な
い

●

体
力
的
に
検
査
に
不
安
の
あ

る
人
・
飲
食
で
む
せ
や
す
い
人

■
受
検
時
の
注
意

●

検
診
前
日
の
夕
食
は
、
お
お

む
ね
午
後
９
時
ご
ろ
ま
で
に
済

ま
せ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
お

酒
は
飲
ま
な
い
で
く
だ
さ
い
。

●

検
診
当
日
は
検
診
終
了
ま
で

絶
食
で
す
。
た
ば
こ
は
吸
わ
な

い
で
く
だ
さ
い
。

※
検
査
２
時
間
前
ま
で
は
コ
ッ

プ
１
杯
２
０
０
㎖
程
度
の
水
は

飲
用
可
能
で
す
。
心
臓
病
、
高

血
圧
薬
を
服
用
し
て
い
る
人
は

検
査
２
時
間
前
ま
で
に
内
服
し

て
く
だ
さ
い
。

■
検
診
料　
１
３
０
０
円

※
住
民
税
非
課
税
世
帯
と
70
歳

以
上
の
人
は
無
料
で
す
。

◉
胃
が
ん
検
診

日にち 会　場 対象地区

4・6 ㊊ 江刺家ふるさとセンター
田代、柿の木、丸木橋、
山屋、細屋

7 ㊋ 村老人福祉センター
平内、妻の神、戸田
上・下、戸田舘の下、
山根

8 ㊌

江刺家ふるさとセ
ンター 江刺家上・下、道地

村保健センター 荒谷、二ツ家、鹿島

9 ㊍ 村保健センター 川向、南田、小倉

10 ㊎

宇堂口地区農村婦
人の家

瀬月内、宇堂口、泥
の木

長興寺銀杏会館 長興寺上・下、大向、
五枚橋、荒田、雪屋

12 ㊐ 村保健センター 伊保内上・下、休日
希望者

■検診日程（午前６時～午前８時）

■
検
診
料

■
対
象
者
30
歳
以
上

早
め
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。ま
た
、

乳
が
ん
検
診
は
、
２
年
に
１
回
の

受
診
と
な
り
ま
す
。
昨
年
度
受
診

し
た
人
は
、
今
回
は
対
象
に
な
り

ま
せ
ん
。

■
受
検
時
の
注
意

●

次
の
内
容
に
該
当
す
る
人
は
、

乳
が
ん
検
診
（
乳
房
Ⅹ
線
撮
影
）

を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

①
前
胸
部
に
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー

や
Ｃ
Ｖ
ポ
ー
ト
、
シ
ャ
ン
ト
を

埋
め
込
ん
で
い
る

②
妊
娠
中
、
妊
娠
の
可
能
性
が

あ
る

③
過
去
に
豊
胸
手
術
を
受
け
た

◉
乳
が
ん
検
診

※
住
民
税
非
課
税
世
帯
と
70
歳

以
上
の
人
は
無
料
で
す

年　齢 金　額

30 ～ 39 歳 2,400 円

40 ～ 49 歳 2,500 円

50 ～ 64 歳 1,500 円

65 歳 以 上 1,300 円

年　齢 検査内容

30 ～ 39 歳 エコー検査

40 ～ 49 歳 乳房 X線撮影左右 2枚ずつ、エコー検査

50 ～ 64 歳 乳房 X線撮影左右 2枚ずつ

65 歳 以 上乳房 X線撮影左右 1枚ずつ

日にち 検診会場 対象地区

4・23 ㊍

午
前
江刺家ふるさと
センター

田代、柿の木、江刺家
上・下、道地、丸木橋、
山屋、細屋

午
後
村保健センター 長興寺上・下、大向、五枚橋、荒田、雪屋

24 ㊎

午
前 村老人福祉セン
ター

瀬月内、宇堂口、泥の木、
戸田上、戸田舘の下

午
後

平内、妻の神、戸田下、
山根

26 ㊐

午
前
の
み

村保健センター

二ツ家、鹿島、伊保内
下、小倉、荒谷、伊保
内上、川向、南田、休
日希望者

※
30
〜
49
歳
の
人
は
、
エ
コ
ー
検

査
に
時
間
が
か
か
り
ま
す
の
で
、

■検診日程
【30～49歳】　午前９時～午前 10時 30分
【50 歳以上】　午前９時 30分～午前 10時 30分
【 全 年 齢 】　午後１時～午後２時

がん検診のお知らせ

◆検診に関する問い合わせ：村保健センター（☎42-2111） ※年齢は令和２年４月１日現在。
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News & Information

読書感想画中央コンクールで優秀賞

本のイメージを絵に

市橋 咲
さ え

衣 さん
（江刺家小３年）

　

読
書
感
想
画
中
央
コ
ン
ク
ー

ル
（
毎
日
新
聞
社
ほ
か
主
催
）

が
行
わ
れ
、市
橋
咲さ

え衣
さ
ん
（
江

刺
家
小
３
年
）
が
自
由
読
書
の

部
で
優
良
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

同
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
本
を
読

ん
だ
感
想
を
絵
で
表
現
す
る
も

の
で
、
市
橋
さ
ん
は
、
ロ
シ
ア

民
話
「
そ
ら
を
と
ぶ
ふ
ね
」
を

受賞者には賞状と盾が贈呈

　
絵
を
描
い
て
み
て
、「
お
城

を
描
く
の
が
難
し
か
っ
た
。

工
夫
し
た
と
こ
ろ
は
、
船
に

乗
っ
て
い
る
人
が
お
城
を
指

さ
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
」

と
市
橋
さ
ん
は
元
気
に
話
し

ま
し
た
。
ま
た
、「
ま
さ
か
自

分
が
描
い
た
絵
が
入
る
と
は

思
っ
て
い
な
く
て
、
と
て
も

び
っ
く
り
し
ま
し
た
」
と
受

賞
し
た
こ
と
を
先
生
か
ら
聞

い
た
と
き
の
感
想
を
教
え
て

く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
児
童
が
上
位
賞
を

受
賞
し
た
、
成
績
優
秀
な
学

校
に
贈
ら
れ
る
「
学
校
賞
」

を
同
校
が
受
賞
し
ま
し
た
。

市橋さんが描いた絵画は
図書カードになりました

　
村
職
員
の
人
事
異
動
が
４
月

１
日
付
で
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

（
カ
ッ
コ
内
は
異
動
前
の
職
名
）

【
課
長
級
】

●

教
育
次
長
兼
生
涯
学
習
班
長

（
教
育
次
長
）
髙
倉
孝
一

●

議
会
事
務
局
長
（
住
民
生
活

課
長
兼
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
所

長
兼
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

所
長
）
大
久
保
勝
彦

●

総
務
企
画
課
付
主
幹
・
二
戸

地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
派
遣

（
税
務
会
計
課
長
補
佐
兼
税
務
徴

収
班
長
）
玉
川
光
彦

●

会
計
管
理
者
兼
税
務
会
計
課

長
兼
会
計
班
長
兼
税
務
徴
収
班

長
（
議
会
事
務
局
長
）
大
向
一
司

●

住
民
生
活
課
長
兼
保
健
衛
生

班
長
兼
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
所

長
兼
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

所
長
（
住
民
生
活
課
長
補
佐
兼

保
健
衛
生
班
長
）
中
奥
達
也

●

農
林
建
設
課
長
兼
農
地
農
政

班
長
兼
生
産
振
興
班
長
兼
農
業

委
員
会
事
務
局
長
（
農
林
建
設

課
長
兼
農
地
農
政
班
長
兼
農
業

委
員
会
事
務
局
長
兼
水
道
事
業

所
長
）
杉
村
幸
久

●

水
環
境
担
当
課
長
兼
水
道
事

業
所
長
（
水
道
事
業
所
長
補
佐

兼
水
環
境
班
長
）
上
村
浩
之

【
主
任
級
】

●

税
務
会
計
課
主
任
（
教
育
委

員
会
事
務
局
主
任
）
中
村
智
子

●

住
民
生
活
課
主
任
（
農
林
建

設
課
主
任
）
下
高
山
朋
徳

【
主
事
級
】

●

総
務
企
画
課
主
事
（
住
民
生

活
課
主
事
）
碓
氷
あ
か
ね

●

総
務
企
画
課
主
事
（
総
務
企

画
課
主
事
補
）
前
川
和
也

●
住
民
生
活
課
主
事
（
農
林
建

設
課
主
事
）
笹
山
永

●

農
林
建
設
課
主
事
（
税
務
会

計
課
主
事
）
下
村
明

●

農
林
建
設
課
主
事
（
農
林
建

設
課
主
事
補
）
桂
川
雄
平

●

教
育
委
員
会
事
務
局
主
事（
農

林
建
設
課
主
事
）
佐
藤
康
輔

●

伊
保
内
保
育
園
保
育
士
（
戸

田
保
育
園
保
育
士
）
火
石
直
人

●

戸
田
保
育
園
保
育
士
（
ひ
め

ほ
た
る
こ
ど
も
園
保
育
士
）
岩

本
直
樹

●

ひ
め
ほ
た
る
こ
ど
も
園
保
育

士
（
伊
保
内
保
育
園
保
育
士
）

西
野
啓
樹

【
主
事
補
級
】

●

教
育
委
員
会
事
務
局
主
事
補

（
税
務
会
計
課
主
事
補
）
下
澤

奈
々
花

【
新
採
用
】

●

石
川
優
真
（
税
務
会
計
課
主

事
補
）

●

小
野
寺
愛
（
戸
田
保
育
園
保

育
士
）

【
再
任
用
】

●

古
舘
英
一
（
総
務
企
画
課
）

●

吉
川
清
一
郎
（
総
務
企
画
課
）

●
中
村
学
（
農
林
建
設
課
）

●
橋
本
幸
子
（
伊
保
内
保
育
園
）

【
退
職
者
】（
３
月
31
日
付
）

●

岩
崎
一
弘
（
会
計
管
理
者
兼

税
務
会
計
課
長
兼
会
計
班
長
）

●

岩
崎
浩
美
（
農
林
建
設
課
主

査
兼
生
産
振
興
班
長
）

読
ん
だ
感
想

を
思
い
の
ま

ま
に
描
画
。

「
金
の
ふ
ね

で
お
し
ろ
へ

行
こ
う
」
を

完
成
さ
せ
ま

し
た
。

村
職
員人

事
異
動
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むらのわだい

舞踊研究会発表会が2月16日、ＨＯＺホー
ルで開かれ、舞踊研究会の会員が歌や踊りを披
露しました。
　オープニングは会員7人による「ああ九戸城」
で幕を開けました。第1部から第4部にかけて
26演目が行われ、来場者は次々と披露される歌
舞に、心奪われたように見入っていました。
　また、ゲストによる民謡・歌謡ショーも賑わ
いました。民謡歌手の下田清美さん、吉田やす
子さん、中村美由紀さんの3人が圧巻の歌声を
披露。観客から拍手喝采がおくられました。

や踊りに心奪われ
舞踊研究会発表会歌歌

フィナーレは「これから音頭」で幕を閉じました

－－－ K u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c s －－－

全国大会にも出場した「南部馬方三下り」

年間の思い出を胸に
九戸中学校卒業式３３

九戸中学校卒業証書授与式が３月13日、同校体育館で開かれ、
卒業生53人が３年間の思い出を胸に、学び舎を後にしました。
　今回は新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、卒業生と
在校生、保護者のみで行われました。式典では一人一人呼名され、
佐藤純子校長から卒業証書が手渡されました。３年の小沼玖

たまえ

慧さ
んは「経験を活かし、これからもさまざまな困難を乗り越え、夢
を実現していくことを誓います」と思いを込めました。 校歌を声高らかに歌う卒業生

中村さん・吉田さん・下田さん（左から時計回り）

ツキノワグマの捕獲状況などが話されました

業の未来を見据えて
多額生産者らに表彰状農農

　村農業生産者の集い（農産共励会）が２月27日にＨＯＺホー
ルで開催されました。農業の今後について考えようと、村内の農
業生産者70人が参加しました。
　集いでは、優良・多額生産者など延べ62人に賞状が贈られま
した。また、各種品目に対する生産状況報告や、藤沢富男さん（県
猟友会副会長・盛岡猟友会会長）による「鳥獣被害対策について」
と題した講演も行われました。
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全国大会にも出場した「南部馬方三下り」

災被害の軽減を担う
第 9分団に新積載車火火

　村消防団第９分団積載車配置式が、３月18日に村役場駐
車場で開かれました。五枚橋久夫村長や高倉正勝第９分団長
など８人が出席。同団に新たな積載車が配備されました。
　式では、五枚橋村長から山本篤団長に貸与証が手渡され、
山本団長から高倉分団長に配置証が授与されました。
　五枚橋村長は、「有効に活用し、火災被害の軽減に努めて
ほしい」と呼びかけました。

火意識の啓発を育む
火災予防ポスターコンクール防防

火災予防運動ポスターコンクール表彰式は２月21日、二
戸地区広域行政事務組合消防本部で開かれました。火災予防
の啓発を目的に描かれたポスター109作品が応募され、二戸
管内から17人が入賞しました。
　賞別の受賞者は次のとおりです。（敬称略）
■入選　小笠原麗

うらら

々（伊保内小４年）、小田悠
はるか

（長興寺小５年）
■佳作　櫻庭里

り ひ

緋（江刺家小５年） 第９分団に配備された積載車（いすゞエルフ）

二戸地区危険物安全協会長から賞状が手渡されました

花束を抱える松本さん㊧と上宿さん

気よくずっと長生き
２人が 99歳迎える元元

松本チヨさん（伊保内村出身）が99歳を迎え、入所先の折爪
荘で長寿祝いが開かれました。長寿祝い金と花束が五枚橋久夫村
長から手渡されました。松本さんは、現在の村役場庁舎ができる
前に、村役場職員として働いていたこともあるそうです。
　また、３月３日には上宿フチさん（江刺家村出身）も白寿を迎
え、長寿祝い金と花束が贈られました。入所施設の職員などと一
緒に、今後も元気に長生きできるように願いました。

年前の様子が身近に
デジタル古地図を公開147147

古地図デジタル資料の先行公開が2月9日、ＨＯＺホールで
行われました。明治6年ごろ作成された、伊保内村や小倉村など
の古地図を一目見ようと、23人が訪れました。来場者は、パソ
コンや展示している古地図から、先祖の家があった場所や今住ん
でいる場所を探し、感慨深げに見つめていました。
　村教育委員会では、本村の古地図のデジタル化を進めていて、
今年4月から村公民館でも見ることができます。 展示された古地図を見つめる来場者
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み ん な の 広 場

高
嶋
ふ
み
女

啓け
い
ち
つ蟄

や
離
乳
ア
ー
ン
と
乳
歯
見
ゆ

下
萌
や
姉
の
意
識
は
戻
ら
ず
か

春
光
や
心
弾
ま
せ
デ
ー
ケ
ア
へ

春
愁
や
筆
跡
な
ぞ
り
姉
慕
う

懐
か
し
き
雑
穀
三
昧
春
こ
た
つ

度　
　

赤
藤

啓
蟄
や
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
忍
び
や
か

好
き
な
こ
と
出
来
る
幸
せ
春
こ
た
つ

下
萌
や
ふ
り
返
り
つ
つ
余
生
一
歩

桜
餅
一ひ

と
り
ご
と

人
言
添
え
仏
だ
ん
に

も
の
の
芽
や
一
人
一
気
に
庭
手
入
れ

田
村　

畦
畔

読
み
込
み
し
般
若
心
経
春
炬こ

た

つ燵

下
萌
も
今
年
は
早
し
散
歩
道

春
の
山
猫
も
挨あ

い
さ
つ拶

散
歩
道

菅
野　

岑
子

友
を
恋
ひ
ふ
る
里
思
ふ
初
便
り

ど
か
雪
や
冬
越
す
ほ
ぞ
の
囲
ま
れ
て

絶
食
と
い
う
闘
病
や
ク
リ
ス
マ
ス

待
つ
人
の
あ
り
尺
の
雪
踏
ん
で
行
く

寒
紅
の
ポ
ケ
ッ
ト
に
あ
る
看
取
り
妻

冬
部　

雪
女

見
送
り
の
人
に
会
釈
や
名
残
り
雪

住
み
馴
れ
し
こ
の
里
が
好
き
春
き
ざ
す

ち
ん
ま
り
と
机
上
に
一
対
貝

か
い
び
い
な

雛

単
調
に
過
ぎ
ゆ
く
日
々
や
春
遅
々
と

山
並
の
目
ざ
め
し
里
や
春
一
番

教
え
子
の
手
紙
み
つ
か
る
大
掃
除

は
ね
返
す
朝
の
光
や
福
寿
草

舘
村　

青
村

寂
れ
ゆ
く
放
置
農
地
や
下
萌
る

捨
て
農
地
林
と
な
り
て
榛は

ん

の
花

一
人
酌
む
美
酒
一
献
や
バ
ッ
ケ
味
噌

片か
た
い
お庵

や
一
人
船
漕
ぐ
春
こ
た
つ

【
二
月
席
題
詠
よ
り
】

教
え
子
と
言
葉
交
わ
す
や
春
隣　
　
　

（
畦　

畔
）

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
蝕
む
列
島
春
い
ず
こ

二
月
尽
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
び
こ
り
て
（
ふ
み
女
）

こ
の
身
失
せ
ど
曾ひ

ま

ご孫
玄や

し
ゃ
ご孫

へ
青
隣

春
寒
や
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
蔓
延
す　
　

（
雪　

女
）

下
萌
や
一
句
一
句
に
歴
史
あ
り

反
骨
の
武
将
の
塚
や
春
の
雨　
　
　
　

（
青　

村
）

飛
散
す
る
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
春
埃

ほ
こ
り

む
ら
の
文
芸

第
３
８
３
回

第
３
８
３
回

く
の
へ
俳
句
会

く
の
へ
俳
句
会

む
ら
の
文
芸

む
ら
の
文
芸

む
ら
の
文
芸

む
ら
の
文
芸

農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
を
募
集

◆
任
期

　
令
和
２
年
７
月
20
日
か
ら
３
年
間

◆
募
集
人
数

【
農
業
委
員
】
10
人

【
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
】
６
人

◆
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
区
域
と
人
数

▽
第
１
地
区
（
瀬
月
内
、
宇
堂
口
、
泥
の
木
、
平
内
、
妻

の
神
、
戸
田
上
区
・
下
区
・
戸
田
舘
の
下
、
山
根
）
▽
第

２
地
区
（
荒
谷
、
二
ツ
家
、
鹿
島
、
伊
保
内
上
区
・
下
区
、

川
向
、
南
田
、
小
倉
、
長
興
寺
上
区
・
下
区
、
大
向
、
五

枚
橋
、
荒
田
、
雪
屋
）
▽
第
３
地
区
（
田
代
、
柿
の
木
、

江
刺
家
上
区
・
下
区
、
道
地
、
丸
木
橋
、
山
屋
、
細
屋
）

か
ら
各
２
人
。

◆
募
集
期
間

　
４
月
１
日
（
水
）
〜
30
日
（
木
）

◆
推
薦
・
公
募
の
手
続
き

　
農
業
委
員
会
事
務
局
（
村
役
場
庁
舎
２
階
）
に
備
え
付

け
の
所
定
の
様
式
に
、
必
要
事
項
な
ど
を
記
入
し
て
、
同

局
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
受
付
時
間

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
土
日
祝
日
除
く
）

◆
問
い
合
わ
せ

　
農
業
委
員
会
事
務
局
（
☎
42
・
２
１
１
１
）

令
和
３
年
歌
会
始  

詠
進
歌
募
集

■
お
題
　『
実
』

※
「
実
験
」
や
「
果
実
」
の
よ
う
な
熟
語
で
も
、「
実
る
」

の
よ
う
に
訓
読
し
て
も
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

■
募
集
期
日
　
９
月
30
日
（
水
）

■
あ
て
先
　「
〒
１
０
０
‐
８
１
１
１　
宮
内
庁
」
と
し
、

封
筒
に
「
詠
進
歌
」
と
書
き
添
え
て
く
だ
さ
い
。
詠
進
歌

は
、小
さ
く
折
っ
て
封
入
し
て
も
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
直
接
、
宮
内
庁
式
部
職
あ
て
に
、
郵
便

番
号
、
住
所
、
氏
名
を
書
き
、
返
信
用
切
手
を
貼
っ
た
封

筒
を
添
え
、
９
月
20
日
（
日
）
ま
で
に
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。
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九
戸
村
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す
！

九
戸
村
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す
！

ご
近
所
す
け
っ
隊
活
動
報
告

ご
近
所
す
け
っ
隊
活
動
報
告

広報くのへ●2020年（令和2年）4月

　

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心

し
て
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に

今
で
き
る
こ
と
は
何
か
、
住

民
主
体
で
考
え
る
「
ご
近
所

す
け
っ
隊
勉
強
会
」
を
各
地

域
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

昨
年
12
月
か
ら
２
月
に
か

け
て
、
全
村
を
７
回
に
分

け
て
勉
強
会
を
行
い
、
計

１
３
２
人
の
住
民
が
参
加
し

ま
し
た
。
ま
ず
初
め
に
行
政

説
明
と
し
て
「
九
戸
村
の
現

在
と
こ
れ
か
ら
」
に
つ
い
て

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
よ

り
情
報
提
供
を
行
い
、
後
半

は
地
域
で
の
困
り
事
を
解
決

す
る
た
め
に
何
が
で
き
る
か

ワ
イ
ワ
イ
語
り
合
う
座
談
会

（
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
）
を
行
い

ま
し
た
。

　

す
べ
て
の
地
域
で
出
さ
れ

た
の
が
、「
普
段
か
ら
声
を
掛

け
合
う
な
ど
、
近
所
付
き
合

い
を
す
る
こ
と
が
大
切
」
と

い
う
意
見
で
し
た
。
一
人
暮

ら
し
高
齢
者
や
高
齢
者
夫
婦

世
帯
は
回
覧
を
回
す
と
き
に

必
ず
声
掛
け
を
す
る
、
行
政

な
ど
の
書
類
を
見
て
ほ
し
い

と
き
に
気
軽
に
頼
め
る
人
が

地
域
の
中
に
い
る
と
い
い
、

な
ど
地
域
内
の
見
守
り
に
関

し
て
の
意
識
が
高
ま
っ
た
と

感
じ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
必
要
と
い
う
意
見
も
多

数
あ
が
り
ま
し
た
。
お
礼
の

金
額
が
決
ま
っ
て
い
る
と
、

お
礼
の
品
に
悩
ん
だ
り
過
剰

な
お
礼
を
も
ら
っ
て
悩
む
こ

と
も
な
く
な
り
、
気
軽
に
助

け
合
い
を
や
り
取
り
し
や
す

い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
除

雪
に
関
し
て
、
あ
る
地
域
で

は
、
歩
道
や
一
人
暮
ら
し
高

齢
者
の
除
雪
を
一
冬
行
っ
た

人
に
は
部
落
か
ら
除
雪
代
を

支
払
っ
て
い
る
な
ど
の
取
り

組
み
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

課
題
と
し
て
、
若
い
人
を
含

め
た
よ
り
多
く
の
住
民
に
周

知
が
必
要
と
い
う
意
見
も
あ

り
、
今
後
も
引
き
続
き
周
知

活
動
を
行
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。（

文
＝
河
村
侑
乃
）

　

高
齢
者
の
筋
肉
は
、
毎
年

１
％
減
少
す
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
筋
肉
が
減
る
と
力

が
出
な
く
な
り
、
活
動
量
が

低
下
、
閉
じ
こ
も
り
が
ち
に

な
り
、
要
介
護
状
態
に
つ
な

が
っ
て
い
き
ま
す
。
し
か
し
、

ど
ん
な
に
年
を
と
っ
て
も
適

切
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
う

こ
と
に
よ
り
、
筋
力
が
向
上

す
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま

す
。

　

筋
力
を
向
上
す
る
た
め
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
、
週
１
回

以
上
の
頻
度
で
継
続
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。
し
か
し
、

週
１
回
以
上
の
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
に
一
人
で
取
り
組
も
う
と

す
る
と
、
な
か
な
か
継
続
で

き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
や
め
て

し
ま
う
と
半
年
、
１
年
で
得

ら
れ
た
効
果
が
失
わ
れ
る
と

い
う
欠
点
が
あ
り
ま
す
。

　

週
１
回
以
上
の
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
続
け
る
た
め
に
は
、

筋
肉
維
持
の
た
め
週
１
回
以
上
は
運
動
を
！

高
齢
者
が
容
易
に
通
え
る
範

囲
に
、
週
１
回
以
上
継
続
し

て
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
で
き
る

場
所
（
通
い
の
場
）
が
必
要

に
な
り
ま
す
。
地
域
の
中
で

住
民
主
体
で
行
わ
れ
る
こ
と

で
、
頻
度
を
維
持
し
、
効
果

を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
す
。
本
村
で
は
畑
仕
事
な

ど
で
体
を
動
か
し
て
い
る
人

が
多
い
た
め
、
畑
仕
事
で
は

使
わ
な
い
筋
肉
を
月
２
回
、

地
域
の
通
い
の
場
で
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
す
る
こ
と
を
目
標
と

し
て
い
ま
す
。

ん
か
。
半
年
間
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
で
シ
ル
バ
ー

リ
ハ
ビ
リ
体
操
教
室
と
し
て

立
ち
上
げ
支
援
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
本
年
度
は
地
域
の
各

サ
ロ
ン
に
も
健
康
講
話
な
ど

で
お
邪
魔
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

（
文
＝
河
村
侑
乃
）

　

介
護
予
防
の
流
れ
は
、
行
政

主
体
か
ら
地
域
住
民
主
体
に
移

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
本
村
で
も

本
年
度
よ
り
行
政
主
体
の
介
護

予
防
教
室
を
月
１
回
と
し
、
地

域
で
通
い
の
場
づ
く
り
を
さ
ら

に
推
進
す
る
方
針
で
す
。

　

介
護
予
防
の
た
め
に
、
仲
間

を
誘
っ
て
地
域
で
「
通
い
の
場
」

を
始
め
て
み
た
い
人
は
い
ま
せ

昨
年
の
シ
ル
リ
ハ
体
操
の
集
い
の
様
子
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合
同
閉
講
式

生
涯
学
習
ア
カ
デ
ミ
ー

女

性

教

室

思
い
出
を
写
真
と
と
も
に

　

生
涯
学
習
ア
カ
デ
ミ
ー
と
女

性
教
室
の
合
同
閉
講
式
が
、
２

月
18
日
に
Ｈ
Ｏ
Ｚ
ホ
ー
ル
で
開

か
れ
、
１
年
間
の
講
座
の
思
い

出
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

　

閉
講
式
で
は
、
全
員
で
九
戸

村
民
の
歌
「
伸
び
ゆ
く
九
戸
」

を
元
気
よ
く
歌
い
ま
し
た
。
ま

た
、
参
加
者
は
撮
り
た
め
た
写

真
か
ら
、
１
年
間
の
思
い
出
話

と
と
も
に
受
講
内
容
を
思
い
返

し
て
い
ま
し
た
。

　

閉
講
式
後
は
、
卒
業
パ
ー

テ
ィ
ー
が
催
さ
れ
ま
し
た
。
１

年
の
思
い
出
を
ま
と
め
た
映
像

を
鑑
賞
。
桂
川
祥
子
さ
ん
と
上

柿
幸
子
さ
ん
が
手
作
り
し
た
、

マ
ー
ボ
ー
丼
や
か
っ
け
入
り
み

そ
汁
な
ど
が
振
る
舞
わ
れ
ま
し

た
。
受
講
生
に
よ
る
余
興
も
花

を
添
え
ま
し
た
。

　

全
11
回
の
講
座
を
す
べ
て
受

講
し
た
人
は
、
下
川
原
光
江
さ

ん
、
滝
愛
子
さ
ん
、
舘
村
久
子

さ
ん
、
日
野
沢
ト
シ
代
さ
ん
の

４
人
で
し
た
。

伸
び
ゆ
く
九
戸
を
元
気
に
歌
う

◆
内
容　
創
作
活
動
、
移
動
教

室
、
カ
ラ
オ
ケ
講
座
な
ど

◆
参
加
者　
村
在
住
の
人

【
共
通
事
項
】

◆
申
込
方
法　
村
教
育
委
員
会

に
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
な
ど
で
申
し

込
む
（
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
の
加

入
者
は
、
代
表
者
を
通
じ
て
教

育
委
員
会
に
申
し
込
む
）

◆
申
込
締
切　
４
月
20
日
（
月
）

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
班（
☎

42
・
２
１
１
１
内
線
３
０
５
／

Ｆ
Ａ
Ｘ
41
・
１
０
１
０
）

生
涯
学
習
ア
カ
デ
ミ
ー

女

性

教

室

受
講
生
募
集

【
女
性
教
室
】

◆
期
間　
令
和
２
年
５
月
〜
令

和
３
年
２
月
（
全
11
回
）

◆
内
容　
創
作
活
動
、
移
動
教

室
、
料
理
講
習
会
な
ど

◆
参
加
者　
村
在
住
の
成
人
女

性【
生
涯
学
習
ア
カ
デ
ミ
ー
】

◆
期
間　
令
和
２
年
５
月
〜
令

和
３
年
２
月
（
全
11
回
）

昨
年
の
開
講
式
で
の
記
念
写
真

生涯学習アカデミー 女性教室

日にち 内容 日にち 内容
5/16
㈭ 合同開講式・記念講演会

6/4
㈫

九戸をたどる村内
めぐりⅤ

5/27
㈪

ガーデニング研修
「長谷ぼたん園」

7/2
㈫

100 均 DIY で小物
入れ作り

6/13
㈭

100 均 DIY で小物
入れ作り

8/1
㈭

モザイクタイルで
コースター作り

7/23
㈫

モザイクタイルで
コースター作り

9/7
㈯

世代間交流「パー
クゴルフ」・朗読会

9/24
㈫

移動研修「津軽の
秋を満喫しよう」

10/1
㈫

移動研修「山地酪
農」吉塚牧場

10/8
㈫

移動研修「山地酪
農」吉塚牧場

11/1~3
㈮ ~㈰ 村産業・文化まつり展示部門出展

11/12
㈫ カラオケ教室 11/5

㈫ 料理教室

12/10
㈫ 合同講座「相撲起源と甚句誕生」

1/23
㈭

合同講座「ぴんぴんころりを目指して元気で
長生き」

2/18
㈫ 合同閉講式・卒業パーティー

１年間の講座内容

写
真
で
１
年
を
振
り
返
り
ま
し
た
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○開館時間／平日９時～19時・土日祝９時～17時
○休 館 日／年末年始

❖ 今月のお薦め図書

広報くのへ●2020年（令和2年）4月

　引きこもりだった、夏
目漱石。不良少年だった
ベーブ・ルース。調子に
乗った野口英世。「のろ
ま」と呼ばれたアインシ
ュタイン。理想が高すぎ
た、孔子。みんなが知っ
ている偉人も失敗だらけ
だった。

失敗図鑑
大野 正人 著／文響社

ライオンのおやつ
小川 糸 著／ポプラ社

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
た

め
、
３
月
２
日
か
ら

臨
時
休
校
措
置
を

行
っ
て
い
た
本
校
で

す
が
、
３
月
13
日
に

無
事
卒
業
式
を
終
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
２
週
間
ぶ
り
の

登
校
と
な
り
、
通
常

で
あ
れ
ば
卒
業
式
の

練
習
を
１
週
間
ほ
ど

行
う
の
で
す
が
、
措
置
の
た
め

に
30
分
程
度
練
習
を
行
い
卒
業

式
に
臨
み
ま
し
た
。
練
習
不
足

は
生
徒
た
ち
の
真
剣
さ
で
補
い
、

い
つ
も
以
上
に
厳
粛
な
雰
囲
気

の
下
、
卒
業
生
や
在
校
生
ら
と

厳粛な卒業式

と
も
に
卒
業
式
を
挙
行
し
ま
し

た
。
現
在
の
状
況
の
中
で
、
で

き
う
る
限
り
の
卒
業
式
を
行
い
、

卒
業
を
祝
い
ま
し
た
。

（
副
校
長　
山
崎
弘
貴
）

　

今
年
も
進
路
決
定
率

１
０
０
％
を
達
成
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
本
年
度
は
、
就

職
希
望
者
が
多
く
、
県
外
に
就

職
す
る
生
徒
も
増
加
し
ま
し
た
。

進
学
者
の
ほ
と
ん
ど
が
推
薦
入

試
で
の
合
格
で
し
た
が
、
２
月

の
一
般
入
試
ま
で
頑
張
っ
た
生

徒
も
い
ま
し
た
。

　

生
徒
の
努
力
は
も
と
よ
り
、

保
護
者
の
協
力
や
村
と
村
民
の

皆
さ
ま
の
物
心
両
面
に
わ
た
る
、 進

路
指
導
主
事　

鶴
嶋　

広
喜

今
年
も
進
路
決
定
率
１
０
０
％

絶
大
な
支
援
の
た
ま
も
の
で
す
。

深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

進
路
先
は
次
の
と
お
り
で

す
。

【
就
職
先
】　
17
人

▽
㈲
阿
部
悦
三
商
店
２
▽
日
本

ソ
ー
イ
ン
グ
㈱
岩
手
工
場
▽
社

会
福
祉
法
人
九
戸
福
祉
会
▽
㈱

Ｐ
Ｊ
フ
ー
ズ
２
▽
㈱
小
松
製
菓

▽
㈱
金
澤
鋼
業
▽
キ
オ
ク
シ
ア

岩
手
㈱
▽
日
本
郵
便
㈱
東
北
支

社
▽
柿
木
畜
産
▽
㈱
ジ
ー
ユ
ー

▽
㈱
岩
手
ホ
テ
ル
ア
ン
ド
リ

ゾ
ー
ト
▽
㈱
新
日
本
空
調
サ
ー

ビ
ス
東
京
▽
名
鉄
運
輸
㈱
東
京

支
社
▽
㈱
カ
ク
ヤ
ス
▽
空
港
協

力
事
業
㈱

【
進
学
先
】　
13
人

▽
岩
手
大
学
▽
杉
野
服
飾
大
学

▽
盛
岡
大
学
２
▽
岩
手
県
立
大

学
短
期
大
学
部
▽
盛
岡
大
学
短

期
大
学
部
▽
岩
手
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
学
院
▽
盛
岡
ペ
ッ

ト
ワ
ー
ル
ド
専
門
学
校
▽
仙
台

デ
ザ
イ
ン
専
門
学
校
▽
盛
岡
医

療
福
祉
ス
ポ
ー
ツ
専
門
学
校
▽

八
戸
保
健
医
療
専
門
学
校
▽
北

日
本
医
療
福
祉
専
門
学
校
▽
い

わ
て
公
務
員
医
療
ビ
ジ
ネ
ス
専

門
学
校

　最後に食べたい「おや
つ」は何ですか？余命を
告げられた雫は、残り
の日々を瀬戸内の島のホ
スピスで過ごすことを決
めた。そこでは毎週日曜
日、入居者がもう一度食べ
たい「思い出のおやつ」を
リクエストできた。

合唱の歌声が体育館に響き渡りました

　世界のどこかに、
こんな子どもがいま
す。
　故郷を離れ、難民
キャンプに暮らす女
の子。友だちは小石
だけ。ルブナは小石
に何でも話します。
生まれた国の事、戦
争の事。

ルブナとこいし
ウェンディ・メデュワ 作／ＢＬ出版

　愛ではない、だけど側
にいたい。あなたととも
にいることを、世界中の
誰もが反対し、批判する
はずだ。私を心配するか
らこそ、誰もが私の話に
耳を傾けないのだろう。
　犯罪とは誰から見たこ
となのだろうか…。

流浪の月
凪良 ゆう 著／東京創元社



み
ん
な
の
健
康

問
住
民
生
活
課
保
健
衛
生
班
☎
42
・
２
１
１
１
内
線
１
２
２

国
保
だ
よ
り

16

問
住
民
生
活
課
国
保
住
民
班
☎
42
・
２
１
１
１
内
線
２
１
２

　
「
免
疫
力
」
と
は
、
体
内
で
発
生
し
た

が
ん
細
胞
や
細
菌
、
ウ
イ
ル
ス
な
ど
を

常
に
見
張
り
、
や
っ
つ
け
る
「
自
分
を

守
る
力
」
で
す
。

　

春
は
職
場
や
学
校
な
ど
環
境
が
変
わ

る
こ
と
が
多
く
、
ま
た
、
暖
か
く
な
っ

て
も
冬
の
よ
う
な
寒
さ
に
戻
る
こ
と
も

あ
る
の
で
、
体
調
を
く
ず
し
や
す
い
時

期
で
す
。
免
疫
力
を
ア
ッ
プ
し
、
元
気

に
過
ご
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

◆
５
つ
の
ポ
イ
ン
ト

①
体
を
動
か
す

　

体
が
温
ま
り
、
血
行
が
良
く
な
る
と

免
疫
力
が
上
が
り
ま
す
。

②
ぐ
っ
す
り
眠
る

　

寝
て
い
る
間
に
免
疫
力
が
高
ま
り
ま

す
。
積
極
的
に
そ
の
日
の
疲
れ
を
と
り

ま
し
ょ
う
。

③
体
を
温
め
る
食
材
を
と
る

　

し
ょ
う
が
や
唐
辛
子
、
に
ん
に
く
、

大
根
、
長
ね
ぎ
、
ご
ぼ
う
な
ど

④
体
を
温
め
る

　

ゆ
っ
く
り
入
浴
す
る
こ
と
で
、
体
の

芯
か
ら
温
ま
り
ま
す
。
シ
ャ
ワ
ー
だ
け

で
済
ま
さ
ず
、
で
き
れ
ば
湯
船
に
つ
か

り
ま
し
ょ
う
。

細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
に
負
け
な
い
か
ら
だ
作
り 

　
　
　
　

 「
免
疫
力
」
を
上
げ
よ
う
！

⑤
思
い
っ
き
り
笑
う

　
笑
う
と
免
疫
細
胞
が
よ
く
働
き
ま
す
。

血
行
も
よ
く
な
り
、
ス
ト
レ
ス
の
関
わ

る
ホ
ル
モ
ン
が
減

り
、
心
が
お
だ
や
か

に
な
り
ま
す
。

◆
体
温
め
メ
ニ
ュ
ー

（
参
考
に
ど
う
ぞ
）

⃝
肉
と
春
野
菜
の
ご
ま
だ
れ
か
け

　

ね
ぎ
と
し
ょ
う
が
を
少
々
入
れ
た
熱

湯
（
肉
の
臭
み
抜
き
）
で
豚
肉
（
１
５
０

㌘
く
ら
い
）、
菜
花
、
に
ん
じ
ん
と
順
に

ゆ
で
て
ザ
ル
に
あ
け
、
水
気
を
切
り
ま

す
。
ご
ま
だ
れ
は
、
ね
り
ご
ま
・
み
そ

各
大
さ
じ
１
、
砂
糖
小
さ
じ
２
、
だ
し

汁
大
さ
じ
１
で
作
り
ま
す
。

⃝

キ
ム
チ
鍋
・
キ
ム
チ
う
ど
ん

　

肉
や
野
菜
を
た
っ
ぷ
り
入
れ
ま
し
ょ

う
。（
キ
ム
チ
の
唐
辛
子
や
ニ
ラ
な
ど
が

体
を
温
め
ま
す
）

◆　
　
　
◆　
　
　
◆

　

積
極
的
に
休
養
・
睡
眠
を
と
り
、
体

温
を
上
げ
、
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
に
負
け

な
い
体
で
元
気
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

（
手
洗
い
も
し
っ
か
り
忘
れ
ず
に
！
）

（
栄
養
士　
高
見
舘
ハ
ス
ミ
）

　

ケ
ガ
の
原
因
が
交
通
事
故
や
他
人
の

犬
に
噛
ま
れ
た
な
ど
加
害
者
が
い
る
場

合
で
も
、
国
保
被
保
険
者
証
（
保
険
証
）

を
使
っ
て
治
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

国
保
被
保
険
者
証
（
保
険
証
）
を

使
っ
て
治
療
す
る
と
、
そ
の
治
療
費
は

保
険
者
（
村
）
が
一
時
的
に
立
て
替
え

払
い
を
す
る
こ
と
に
な
り
、
治
療
が
終

わ
っ
た
ら
、
そ
の
費
用
を
加
害
者
に
対

し
て
請
求
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
交
通
事
故
な
ど
が
原
因

の
ケ
ガ
で
国
保
被
保
険
者
証
（
保
険

証
）
を
使
っ
て
治
療
し
た
と
き
は
、
速

や
か
に
保
険
者
（
村
）
に
届
け
出
る
こ

と
が
法
令
に
よ
り
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

交
通
事
故
な
ど
で
ケ
ガ
を
し
た
と

き
に
は
、
村
役
場
住
民
生
活
課
の
国
保

担
当
ま
で
届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

交
通
事
故
な
ど
の
ケ
ガ

保
険
証
使
用
時
は
届
出
を

①
保
険
証

②
印
鑑
（
シ
ャ
チ
ハ
タ
以
外
）

③
交
通
事
故
証
明
書
（
交
通
事
故
の
場

合
） 届

出
の
時
に
持
っ
て
く
る

も
の

　

保
険
者
（
村
）
が
一
時
的
に
立
て
替

え
た
治
療
費
は
、
本
来
、
加
害
者
が
負

担
す
る
べ
き
も
の
で
す
。

　

加
害
者
は
、
保
険
者
（
村
）
に
治
療

費
を
返
還
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

加
害
者
か
ら
返
還
し
て
も
ら
う
分
に

つ
い
て
、
当
事
者
同
士
で
請
求
し
な
い

旨
の
示
談
を
行
っ
て
し
ま
う
と
、
保
険

者
（
村
）
は
加
害
者
に
請
求
で
き
な
く

な
り
、
被
害
者
本
人
に
思
い
が
け
な
い

負
担
が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
示

談
す
る
時
に
は
、
十
分
に
気
を
つ
け
て

示
談
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

請
求
し
な
い
旨
の
示
談
を

す
る
時
は
注
意

交
通
事
故
な
ど
の
ケ
ガ
の
治
療
で

　
　
　
　

 

保
険
証
を
使
う
時
は
届
け
出
ま
し
ょ
う



駐
在
所
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

問
二
戸
警
察
署
九
戸
駐
在
所
☎
42
・
２
２
１
０

国
民
年
金

問
二
戸
年
金
事
務
所
☎
23
・
４
１
１
１

問
住
民
生
活
課
国
保
住
民
班
☎
42
・
２
１
１
１
内
線
２
１
１

消
防
署
だ
よ
り

問
二
戸
消
防
署
九
戸
分
署
☎
42
・
３
１
１
９

広報くのへ◦2020年（令和2年）4月17

村内の交通事故（２月分）

区 分 件　数 １月からの
累　 計 前年比

人身事故 0 件 0 件 ± 0 件
物損事故 4 件 15 件 － 1 件
負 傷 者 0 人 0 人 ± 0 人
死 亡 者 0 人 0 人 ± 0 人
飲酒運転
検 挙 者 0 人 0 人 ± 0 人

◎村の交通死亡事故ゼロ日数… 659日
（２月29日現在）

■
特
殊
詐
欺
の
被
害
防
止

　
「
オ
レ
オ
レ
詐
欺
」
を
始
め
と
す
る
特

殊
詐
欺
被
害
が
依
然
と
し
て
後
を
絶
ち

ま
せ
ん
。

　

昨
今
、
犯
人
グ
ル
ー
プ
は
警
察
官
や

銀
行
協
会
職
員
を
か
た
り
、「
あ
な
た
の

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
や
保
険
証
が
偽
造

さ
れ
て
い
る
」
な
ど
の
ウ
ソ
の
電
話
を

か
け
、
口
座
の
暗
証
番
号
を
聞
き
出
し

た
り
、
お
金
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を

だ
ま
し
取
っ
た
り
す
る
手
口
が
急
増
し

て
い
ま
す
。

　

自
宅
の
電
話
を
留
守
番
電
話
に
設
定

し
、
犯
人
か
ら
の
電
話
を
直
接
受
け
な

い
こ
と
が
被
害
の
防
止
に
な
り
ま
す
。

家
に
い
る
時
で
も
、
留
守
番
電
話
に
設

定
し
ま
し
ょ
う
。

■
子
ど
も
と
女
性
の
安
全
確
保

　

全
国
的
に
子
ど
も
や
女
性
が
被
害
者

と
な
る
誘
拐
や
強
制
わ
い
せ
つ
事
件
が

発
生
し
て
お
り
、
県
内
で
も
声
掛
け
や

付
き
ま
と
い
な
ど
そ
の
前
兆
と
み
ら
れ

る
事
案
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

通
学
路
な
ど
の
見
守
り
活
動
は
登
下

校
時
間
帯
に
合
わ
せ
て
通
学
路
を
散
歩

す
る
な
ど
、
で
き
る
範
囲
で
す
る
こ
と

で
子
ど
も
の
安
全
を
守
る
大
き
な
効
果

春
の
地
域
安
全
運
動
を
実
施が

あ
り
ま
す
。
見
守
り
活
動
の
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
鍵
掛
け
の
励
行

　
令
和
元
年
中
、
県
内
で
住
宅
を
対
象
と

し
た
侵
入
窃
盗
の
う
ち
、
鍵
を
掛
け
な
い

で
被
害
に
遭
っ
た
割
合
が
７
割
を
超
え
ま

し
た
。
ま
た
、
鍵
を
掛
け
て
い
な
い
乗
り

物
の
盗
難
も
多
発
し
て
い
ま
す
。

◆　
　
　
◆　
　
　
◆

　
岩
手
県
警
察
で
は
、
県
民
の
皆
さ
ん

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
関
係
機

関
・
団
体
や
地
域
の
皆
さ
ん
と
緊
密
な

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
各
種
被
害
防
止

対
策
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
各
種
活
動

に
対
す
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

村内の火災・救急（２月分）
区 分 件　数 １月から累計 前年比
火 災 0 件 0 件 ±０件
救 急 21 件 39 件 － 16 件

山
火
事
防
止
運
動
月
間
は
５
月
31
日
ま
で

が
差
し
押
さ
え
ら
れ
た
り
す
る
場
合
も

あ
り
ま
す
の
で
、
早
め
の
納
付
を
お
願

い
し
ま
す
。
所
得
が
少
な
い
な
ど
の
理

由
か
ら
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、
免
除

や
猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、

村
役
場
住
民
生
活
課
や
年
金
事
務
所
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

国
民
年
金
は
、
あ
な
た
の
老
後
の
生

活
や
も
し
も
の
時
の
大
き
な
支
え
で
す
。

き
ち
ん
と
納
期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

　

令
和
２
年
４
月
か
ら
翌
年
３
月
分

ま
で
の
国
民
年
金
保
険
料
は
、
月
額

「
１
６
５
４
０
円
」
で
す
。

　

保
険
料
は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
送

ら
れ
る
納
付
書
に
よ
り
、
金
融
機
関
・

郵
便
局
・
コ
ン
ビ
ニ
で
納
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、
便
利
で
お
得
な
口

座
振
替
も
あ
り
ま
す
。

　

保
険
料
が
未
納
の
ま
ま
放
置
さ
れ
る

と
、
延
滞
金
が
加
算
さ
れ
た
り
、
財
産

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
ま
し
ょ
う

■
山
火
事
防
止
運
動
統
一
標
語

「
守
り
た
い
　
森
と
未
来
を
　
炎
か
ら
」

　
３
月
１
日
か
ら
５
月
31
日
ま
で
は
、山
火
事
防
止
運
動
月
間
で
す
。

空
気
が
乾
燥
し
、
山
火
事
が
多
く
発
生
す
る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

火
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

■
山
火
事
防
止
運
動
重
点
事
項

①
た
き
火
を
し
た
ら
そ
の
場
を
離
れ
ず
、
完
全
に
消
火
す
る
こ
と
。

②
た
ば
こ
の
吸
い
殻
は
、
投
げ
捨
て
な
い
こ
と
。

③
火
遊
び
は
し
な
い
こ
と
。
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  福祉活動費
一部を助成
村共同募金委員会では、皆さん

から協力いただいた赤い羽根共同
募金を基に、さまざまな福祉事業
を展開しています。
　そこで、令和２年度の赤い羽根
共同募金を基に、翌年令和3年度
に実施を予定している村内福祉活
動実施団体に活動費の一部を助成
します。
■対象団体
地域福祉活動実施団体（各種福

祉団体、自治会、町内会、福祉施
設など）
■対象事業
地域での高齢者見守り活動、子

育てサロン、地域の福祉活動、社
会福祉を目的とする事業など
■募集締切 ４月24日（金）
■助成の決定
申請後、審査委員会で審査の上、
村募金委員会で審議され、県共同
募金会で助成が決定されます。
■申し込み・問い合わせ
村総合福祉センター内・村共同

募金委員会、村社会福祉協議会（☎
41-1200）
※申請用紙は村社会福祉協議会に
あります。

※指定日に、指定の袋で出しましょう。   　　問住民生活課保健衛生班☎ 42-2111 内線 123

収 集 区 域
瀬月内／宇堂口／泥
の木／平内／妻の神
戸田上・下／舘の下
山根／荒谷／二ツ家

鹿島／伊保内上・下
川向／南田

小倉／長興寺上・下
大向／五枚橋／荒田
雪屋／田代／柿の木
江刺家上・下／道地
丸木橋／山屋／細屋

燃えるごみ 毎週水曜日 毎週木曜日 毎週金曜日
ビン・金物 ４月６日㊊ ４月７日㊋ ４月13日㊊
空 き 缶 ４月20日㊊ ４月21日㊋ ４月27日㊊
粗 大 ご み ４月14日㊋ ４月28日㊋
紙・プラ類 ４月９日㊍ ４月15日㊌ ４月23日㊍

ごみ収集日 ４月

休日当番医（9：00 ～17：00） 休日当番歯科医（9：00～12：00）
月 日 医療機関 電　話 月 日 医療機関 電　話

４ ５ カシオペア医院 23-3331 ４ ５ 宮沢歯科医院 46-2953

12 すがわら消化器内科 23-2879 12 国香歯科医院（裏小路）23-2223

19 金田一診療所 27-2205 19 渡辺歯科医院 23-2052

26 ほそかわ小児クリニック 26-8100 26 こしみず歯科クリニック 33-4618

29 小野寺内科医院 33-2505 29 菅原歯科クリニック 23-1180

  小中高生のための
海外研修交流開催

　公益財団法人国際青少年研修協
会では、海外研修の参加者を募集
します。
■内容　ホームステイ、文化交流、
学校体験、英語研修など
■研修先　イギリス、オーストラ
リア、シンガポール、サイパン
■日程　７月25日（土）～８月
15日（土）の９～19日間
■対象 小学３年生～高校３年生
■説明会 全国11都市で５月開催
■費用 37.8万円～59.8万円
■締切日 ５月27日（水）および
６月５日（金）
※コースによって異なります。
■問い合わせ 国際青少年研修協
会（☎03-6417-9721）

　国勢調査が実施される令和
２年度は、「出生届」「死亡届」
「死産届」「婚姻届」「離婚届」
を記入する際に、職業の記入
もお願いしています。（死亡届
には「農業」「建設業」「製造業」
などの産業も記入をお願いし
ます）
◆対象　令和２年４月１日か
ら令和３年３月31日までの
各種届出
◆調査方法　各届書の届出を
するときに、職業を記入
【例】医師・教員など「専門・
技術職」、一般事務員など「事
務職」、販売店員など「販売職」

令和２年度戸籍届出
それぞれ職業を記入
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人のうごき人のうごき
（令和２年３日１日現在）

●人　口　　５，６９４ 人　  （＋１）

　　男　　　２，７３３ 人  　（－２）

　　女　　　 ２，９６１ 人　  （＋３）

●世帯数　　２，１７４世帯　 （＋３）

　（カッコ内は前月比）

　 転　 入　　　 　５ 人  　（１０人）

　 転　 出 　 　　２ 人 　 （１３人）

　 出　 生　　 　　１ 人  　　（２人）

　 死　 亡　　　 　３ 人  　（１１人）

（カッコ内は１月からの累計）

編集後記
◆今月号でも紹介しました、本村
の古地図デジタル資料の先行公開。
古地図はおよそ147年前のものだ
そうで、地図からは、当時の地形
や「戸長（こちょう）」「百姓代」
などの役職を知ることができまし
た。◆今年度の４月から、公民館
図書室でも閲覧できる予定です。
興味のある人はぜひご覧になって、
今と昔の村を比較してみるのも楽
しいのではないでしょうか。（前川）

スナップくのへ＋

  岩手芸術祭
テーマ募集

　岩手芸術祭を開催するにあたり、
芸術文化の創造と発展をイメージ
させるテーマを募集します。
■応募資格　県内在住者、岩手県
出身者または県に本籍がある人。
県内に通学・通勤している人も含
みます。
■応募方法　応募用紙、はがき、
メール、FAXで応募してください。
なお応募用紙以外の人は、①応募
テーマ（５点以内）②氏名（ふり
がな）③年齢④性別⑤職業（学生
は学校名・学年記入）⑥住所⑦電
話番号を記入してください。
※応募用紙は、県文化振興事業団
ホームページからダウンロード。
■応募期限　５月20日（水）必着
■応募先
●はがき：〒020-0023　盛岡市内
丸13番１号（岩手県文化振興事業
団総務部内）　岩手芸術祭実行委員
会事務局　テーマ募集係
●メール：geijyutsu73@iwate-
bunshin.jp
● FAX：019-625-3595
■問い合わせ　県文化振興事業団
（☎019-654-2235）

  土地所有者や家屋
変更時は届け出を

◆土地所有者は合っていますか
　４月に送付される、固定資産税
納税通知書において、所有者など
が変わっている場合には、村役場
税務会計課へ届け出てください。
また、登記を変更したい場合には、
同課のほかに盛岡地方法務局二戸
支局へ届け出が必要です。
◆家屋に間違いはありませんか
　家屋を取り壊した際には、同課
へ届け出てください。なお、その
建物が登記されている場合は、法
務局にて滅失登記も必要になりま
す。掲載されていない家屋がある
ときや、面積が違う場合は連絡を
お願いします。
　なお、届け出た年の固定資産税
の金額は変わりません。
■問い合わせ 税務会計課税務徴
収班（☎42-2111内線222、223）
または盛岡地方法務局二戸支局（☎
25-4811）

  県民の森で開催
４月の行事案内

　木工教室では、ナチュラルな木
製のプランターを作ります。
■日時　４月18日（土）
　　　　午前９時～午後３時30分
■場所　県民の森木材工芸センター
■費用　4,000円（着色料別途1,000
円）
■定員　10人（要予約）
■持ち物　昼食、飲み物など
■申し込み・問い合わせ　森林ふ
れあい学習館フォレスト i（☎78-
2092）
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小
中
学
校
ス
キ
ー
大
会
は
２
月

８
日
に
、
ス
キ
ー
選
手
権
大
会
は

2
月
23
日
に
、村
営
く
の
へ
ス
キ
ー

場
で
開
か
れ
ま
し
た
。
各
選
手
が

斜
面
を
軽
や
か
に
滑
走
。
１
位
を

目
指
し
し
の
ぎ
を
削
り
ま
し
た
。

　

各
部
門
で
１
位
を
記
録
し
た
人

を
紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
、
カ
ッ

コ
内
は
所
属
名
と
タ
イ
ム
）

【
小
中
学
校
ス
キ
ー
大
会
】

■
小
学
校
１
年

【
女
子
】
髙
倉
亜あ

こ胡
（
戸
田
小
＝
１

分
33
秒
70
）【
男
子
】田
澤
拓た

く
と人（
山

根
小
＝
２
分
９
秒
66
）

■
小
学
校
２
年

【
女
子
】
觸
澤
志こ
こ
な奏
（
戸
田
小
＝
１

分
38
秒
79
）【
男
子
】
久
保
田
泰た
い
せ
い成

（
山
根
小
＝
１
分
２
秒
39
）

■
小
学
校
３
年

【
女
子
】
安
堵
城
心こ

こ

な
々
花
（
戸
田
小

＝
１
分
10
秒
35
）【
男
子
】
髙
岡

哲て
っ
ぺ
い平
（
伊
保
内
小
＝
51
秒
52
）

■
小
学
校
４
年
男
子

　
橋
本
彪ひ
ゅ
う
が我
（
同
＝
58
秒
77
）

小
中
ス
キ
ー
大
会
＆
選
手
権
大
会

小
中
ス
キ
ー
大
会
＆
選
手
権
大
会

2020

中学校男子の部で上位入賞を果たした松澤さん㊨と下條道さん（小中学校スキー大会）

2020

４年男子の部で１位の橋本さん（小中学校スキー大会）

2020

■
小
学
校
５
年
男
子

　

下
條
道
凜り
ん
と斗
（
江
刺
家
小
＝
44

秒
83
）

■
小
学
校
６
年
男
子

　

髙
岡
直な

お
た
ろ
う

太
朗
（
伊
保
内
小
＝
49

秒
19
）

■
中
学
校
男
子

　
松
澤
來ら

い
や也
（
38
秒
34
）

【
村
ス
キ
ー
選
手
権
大
会
】

■
小
学
校
１・２
年
生
男
子

　

久
保
田
泰
成
（
Ｔ
Ｓ
Ｃ
＝
53
秒

42
）

■
小
学
校
３・４
年
生

【
女
子
】
袖
村
風ふ

う
か花
（
２
２
９
ス

キ
ー
ラ
ン
ド
ア
カ
デ
ミ
ー
＝
58
秒

06
）【
男
子
】
櫻
庭
充み
ち
や也
（
同
＝
54

秒
76
）

■
小
学
５・６
年
生

【
女
子
】
坂
本
桜え
り
ん凜
（
く
の
へ
ジ
ュ

ニ
ア
＝
51
秒
16
）【
男
子
】
古
舘

明め
い
と澄
（
同
＝
53
秒
63
）

■
中
学
生

【
女
子
】袖
村
香こ
う
の埜（
２
２
９
ス
キ
ー

ラ
ン
ド
ア
カ
デ
ミ
ー
＝
53
秒
98
）

斜
面
を
軽
や
か
に
滑
走

斜
面
を
軽
や
か
に
滑
走

【
男
子
】
松
澤
來
也
（
く
の
へ
ジ
ュ

ニ
ア
＝
47
秒
79
）

■
一
般
30
歳
以
下
女
子

　

木
元
利り

ほ歩
（
野
辺
地
ス
キ
ー
ク

ラ
ブ
＝
46
秒
99
）

■
一
般
50
歳
以
下

【
女
子
】
田
代
美み

ほ穂
（
一
戸
町
＝
１

分
25
秒
91
）【
男
子
】駒
木
厚こ
う
す
け介（
一

戸
シ
ー
ハ
イ
ル
＝
46
秒
26
）

■
一
般
51
歳
以
上
男
子

　

石
川
裕ひ
ろ
ゆ
き之
（
三
菱
製
紙
ス
キ
ー

＝
47
秒
33
）

選手権大会では38人がエントリー（写真は木元さん）




